
 

一 

消
費
者
の
財
産
的
被
害
の
集
団
的
な
回
復
の
た
め
の
民
事
の
裁
判
手
続
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

対
照
表 

○ 
消
費
者
の
財
産
的
被
害
の
集
団
的
な
回
復
の
た
め
の
民
事
の
裁
判
手
続
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
（
第
百
八
十
三
回
国
会
閣
法
第
六
十
号
） 

（
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
） 

修 

正 

後 

修 

正 

前 

（
共
通
義
務
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
の
対
象
消
費
者
の
授
権
） 

第
三
条
の
二 

特
定
適
格
消
費
者
団
体
は
、
共
通
義
務
確
認
訴
訟
を
追
行

す
る
に
は
、
見
込
ま
れ
る
対
象
消
費
者
の
数
に
応
じ
て
政
令
で
定
め
る

割
合
以
上
の
当
該
共
通
義
務
確
認
訴
訟
に
係
る
対
象
消
費
者
の
授
権

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
対
象
消
費
者
は
、
特
定
適
格
消
費
者
団
体
の
う
ち
か
ら
一
の

特
定
適
格
消
費
者
団
体
を
限
り
、
同
項
の
授
権
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

３ 

第
一
項
の
授
権
を
し
た
対
象
消
費
者
は
、
当
該
授
権
を
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
る
。 

４ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
第
一
項
の
授
権
の
取
消
し
は
、
当
該
授
権
を
し

た
対
象
消
費
者
又
は
当
該
授
権
を
得
た
特
定
適
格
消
費
者
団
体
か
ら

相
手
方
に
通
知
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。 

５ 

対
象
消
費
者
が
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
授
権
を
取
り
消

し
、
又
は
自
ら
対
象
債
権
に
基
づ
く
訴
訟
を
追
行
し
た
と
き
は
、
当
該

対
象
消
費
者
は
、
更
に
特
定
適
格
消
費
者
団
体
に
同
項
の
授
権
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

（
新
設
） 

               



  

二 

６ 

第
一
項
の
授
権
を
得
た
特
定
適
格
消
費
者
団
体
の
第
六
十
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
認
定
が
、
第
七
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

事
由
に
よ
り
失
効
し
、
又
は
第
八
十
六
条
第
一
項
各
号
若
し
く
は
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
授
権

は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 

７ 

民
事
訴
訟
法
第
（
平
成
八
年
法
律
第
百
九
号
）
五
十
八
条
第
二
項
並

び
に
第
百
二
十
四
条
第
一
項
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び

第
二
項
の
規
定
は
、
共
通
義
務
確
認
訴
訟
に
お
い
て
特
定
適
格
消
費
者

団
体
が
第
一
項
の
授
権
を
欠
く
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
説
明
義
務
） 

第
三
条
の
三 

特
定
適
格
消
費
者
団
体
は
、
前
条
第
一
項
の
授
権
に
先
立

ち
、
当
該
授
権
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
被
害
回
復
裁
判
手
続
の
概
要
及
び
事
案
の
内
容
そ
の
他

内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付

し
、
又
は
こ
れ
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
を
提
供
し
て
説
明
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
共
通
義
務
確
認
訴
訟
授
権
契
約
の
締
結
及
び
解
除
） 

第
三
条
の
四 

特
定
適
格
消
費
者
団
体
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る

と
き
を
除
い
て
は
、
共
通
義
務
確
認
訴
訟
授
権
契
約
（
対
象
消
費
者
が

          

 

（
新
設
） 

       

（
新
設
） 

 



 

三 

第
三
条
の
二
第
一
項
の
授
権
を
し
、
特
定
適
格
消
費
者
団
体
が
共
通
義

務
確
認
訴
訟
を
追
行
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
締
結
を
拒
絶
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

第
三
条
の
二
第
一
項
の
授
権
を
得
た
特
定
適
格
消
費
者
団
体
は
、
や

む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
を
除
い
て
は
、
共
通
義
務
確
認
訴
訟
授

権
契
約
を
解
除
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
公
平
誠
実
義
務
等
） 

第
三
条
の
五 

第
三
条
の
二
第
一
項
の
授
権
を
得
た
特
定
適
格
消
費
者

団
体
は
、
当
該
授
権
を
し
た
対
象
消
費
者
の
た
め
に
、
公
平
か
つ
誠
実

に
共
通
義
務
確
認
訴
訟
の
追
行
（
当
該
授
権
に
係
る
債
権
に
係
る
裁
判

外
の
和
解
を
含
む
。
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

第
三
条
の
二
第
一
項
の
授
権
を
得
た
特
定
適
格
消
費
者
団
体
は
、
当

該
授
権
を
し
た
対
象
消
費
者
に
対
し
、
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ

て
前
項
に
規
定
す
る
行
為
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
管
轄
及
び
移
送
） 

第
六
条 

共
通
義
務
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
第
五
条
（
第

五
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

（
特
定
適
格
消
費
者
団
体
の
認
定
） 

        

（
新
設
） 

      

 

（
管
轄
及
び
移
送
） 

第
六
条 

共
通
義
務
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年

法
律
第
百
九
号
）
第
五
条
（
第
五
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。 

（
特
定
適
格
消
費
者
団
体
の
認
定
） 



  

四 

第
六
十
五
条 

（
略
） 

２ 
前
項
に
規
定
す
る
「
被
害
回
復
関
係
業
務
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
業

務
を
い
う
。 

一 

被
害
回
復
裁
判
手
続
に
関
す
る
業
務
（
第
三
条
の
二
第
一
項
、
第

三
十
一
条
第
一
項
又
は
第
五
十
三
条
第
一
項
の
授
権
に
係
る
債
権

に
係
る
裁
判
外
の
和
解
を
含
む
。
） 

二
・
三 

（
略
） 

３
・
４ 

（
略
） 

５ 

前
項
第
二
号
の
業
務
規
程
に
は
、
被
害
回
復
関
係
業
務
の
実
施
の
方

法
、
被
害
回
復
関
係
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
の
管
理
及
び
秘
密

の
保
持
の
方
法
、
被
害
回
復
関
係
業
務
の
実
施
に
関
す
る
金
銭
そ
の
他

の
財
産
の
管
理
の
方
法
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
が
定
め

ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
業
務
規
程
に

定
め
る
被
害
回
復
関
係
業
務
の
実
施
の
方
法
に
は
、
共
通
義
務
確
認
訴

訟
授
権
契
約
、
簡
易
確
定
手
続
授
権
契
約
及
び
訴
訟
授
権
契
約
の
内
容

並
び
に
請
求
の
放
棄
、
和
解
又
は
上
訴
の
取
下
げ
を
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
お
い
て
第
三
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
一
条
第
一
項
又
は
第
五
十

三
条
第
一
項
の
授
権
を
し
た
者
の
意
思
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
、
前

項
第
四
号
の
検
討
を
行
う
部
門
に
お
け
る
専
門
委
員
か
ら
の
助
言
又

は
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
措
置
及
び
役
員
、
職
員
又
は
専
門
委
員
が
被

害
回
復
裁
判
手
続
の
相
手
方
と
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
場
合
の

第
六
十
五
条 

（
略
） 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
「
被
害
回
復
関
係
業
務
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
業

務
を
い
う
。 

一 

被
害
回
復
裁
判
手
続
に
関
す
る
業
務
（
第
三
十
一
条
第
一
項
又
は

第
五
十
三
条
第
一
項
の
授
権
に
係
る
債
権
に
係
る
裁
判
外
の
和
解

を
含
む
。
） 

二
・
三 

（
略
） 

３
・
４ 

（
略
） 

５ 

前
項
第
二
号
の
業
務
規
程
に
は
、
被
害
回
復
関
係
業
務
の
実
施
の
方

法
、
被
害
回
復
関
係
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
の
管
理
及
び
秘
密

の
保
持
の
方
法
、
被
害
回
復
関
係
業
務
の
実
施
に
関
す
る
金
銭
そ
の
他

の
財
産
の
管
理
の
方
法
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
が
定
め

ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
業
務
規
程
に

定
め
る
被
害
回
復
関
係
業
務
の
実
施
の
方
法
に
は
、
簡
易
確
定
手
続
授

権
契
約
及
び
訴
訟
授
権
契
約
の
内
容
並
び
に
請
求
の
放
棄
、
和
解
又
は

上
訴
の
取
下
げ
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
第
三
十
一
条
第
一

項
又
は
第
五
十
三
条
第
一
項
の
授
権
を
し
た
者
（
第
七
十
六
条
に
お
い

て
単
に
「
授
権
を
し
た
者
」
と
い
う
。
）
の
意
思
を
確
認
す
る
た
め
の

措
置
、
前
項
第
四
号
の
検
討
を
行
う
部
門
に
お
け
る
専
門
委
員
か
ら
の

助
言
又
は
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
措
置
及
び
役
員
、
職
員
又
は
専
門
委

員
が
被
害
回
復
裁
判
手
続
の
相
手
方
と
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る



 

五 

措
置
そ
の
他
業
務
の
公
正
な
実
施
の
確
保
に
関
す
る
措
置
が
含
ま
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
報
酬
） 

第
七
十
六
条 

特
定
適
格
消
費
者
団
体
は
、
第
三
十
一
条
第
一
項
又
は
第

五
十
三
条
第
一
項
の
授
権
を
し
た
者
と
の
簡
易
確
定
手
続
授
権
契
約

又
は
訴
訟
授
権
契
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
被
害
回
復
関
係
業
務

を
行
う
こ
と
に
関
し
、
報
酬
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
九
十
三
条 

特
定
適
格
消
費
者
団
体
の
役
員
、
職
員
又
は
専
門
委
員

が
、
特
定
適
格
消
費
者
団
体
の
被
害
回
復
裁
判
手
続
に
係
る
相
手
方
か

ら
、
寄
附
金
、
賛
助
金
そ
の
他
名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
当
該
特
定

適
格
消
費
者
団
体
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
行
為
の
報
酬
と
し
て
、
金
銭

そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
受
け
、
又
は
第
三
者
（
当
該
特
定
適
格
消

費
者
団
体
を
含
む
。
）
に
受
け
さ
せ
た
と
き
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又

は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 

（
略
） 

二 

第
三
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
一
条
第
一
項
又
は
第
五
十
三
条
第

一
項
の
授
権
に
係
る
債
権
に
係
る
裁
判
外
の
和
解
を
す
る
こ
と
又

は
し
た
こ
と
。 

三 

（
略
） 

場
合
の
措
置
そ
の
他
業
務
の
公
正
な
実
施
の
確
保
に
関
す
る
措
置
が

含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
報
酬
） 

第
七
十
六
条 

特
定
適
格
消
費
者
団
体
は
、
授
権
を
し
た
者
と
の
簡
易
確

定
手
続
授
権
契
約
又
は
訴
訟
授
権
契
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
被

害
回
復
関
係
業
務
を
行
う
こ
と
に
関
し
、
報
酬
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

第
九
十
三
条 

特
定
適
格
消
費
者
団
体
の
役
員
、
職
員
又
は
専
門
委
員

が
、
特
定
適
格
消
費
者
団
体
の
被
害
回
復
裁
判
手
続
に
係
る
相
手
方
か

ら
、
寄
附
金
、
賛
助
金
そ
の
他
名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
当
該
特
定

適
格
消
費
者
団
体
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
行
為
の
報
酬
と
し
て
、
金
銭

そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
受
け
、
又
は
第
三
者
（
当
該
特
定
適
格
消

費
者
団
体
を
含
む
。
）
に
受
け
さ
せ
た
と
き
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又

は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 

（
略
） 

二 
第
三
十
一
条
第
一
項
又
は
第
五
十
三
条
第
一
項
の
授
権
に
係
る

債
権
に
係
る
裁
判
外
の
和
解
を
す
る
こ
と
又
は
し
た
こ
と
。 

 

三 

（
略
） 



  

六 

２
～
５ 

（
略
） 

 

第
九
十
七
条 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
百
万
円
以
下
の
過
料

に
処
す
る
。 

 

一 

第
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
や
む
を
得
な
い
理
由

が
な
い
の
に
共
通
義
務
確
認
訴
訟
授
権
契
約
の
締
結
を
拒
ん
だ
者 

 

二 

第
三
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
や
む
を
得
な
い
理
由

が
な
い
の
に
共
通
義
務
確
認
訴
訟
授
権
契
約
を
解
除
し
た
者 

三 

第
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
簡
易

確
定
手
続
開
始
の
申
立
て
を
怠
っ
た
者 

四 

第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
や
む
を
得
な
い
理
由

が
な
い
の
に
簡
易
確
定
手
続
授
権
契
約
の
締
結
を
拒
ん
だ
者 

五 

第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
や
む
を
得
な
い
理
由

が
な
い
の
に
簡
易
確
定
手
続
授
権
契
約
を
解
除
し
た
者 

  
 

 

附 

則 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
締
結
さ
れ
た
消
費
者
契

約
に
関
す
る
請
求
及
び
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
加
害
行
為

に
係
る
請
求
に
係
る
金
銭
の
支
払
義
務
に
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

２
～
５ 

（
略
） 

 

第
九
十
七
条 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
百
万
円
以
下
の
過
料

に
処
す
る
。 

（
新
設
） 

 （
新
設
） 

 

一 

第
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
簡
易

確
定
手
続
開
始
の
申
立
て
を
怠
っ
た
者 

二 

第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
や
む
を
得
な
い
理
由

が
な
い
の
に
簡
易
確
定
手
続
授
権
契
約
の
締
結
を
拒
ん
だ
者 

三 

第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
や
む
を
得
な
い
理
由

が
な
い
の
に
簡
易
確
定
手
続
授
権
契
約
を
解
除
し
た
者 

  
 

 

附 

則 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
締
結
さ
れ
た
消
費
者
契

約
に
関
す
る
請
求
（
第
三
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
請
求
に
つ
い
て

は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
加
害
行
為
に
係
る
請
求
）
に
係

る
金
銭
の
支
払
義
務
に
は
、
適
用
し
な
い
。 



 

七 

（
検
討
） 

第
三
条 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い

て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
共
通
義
務
確
認
訴
訟
に

お
い
て
当
該
共
通
義
務
確
認
訴
訟
の
目
的
で
あ
る
第
二
条
第
四
号
に

規
定
す
る
義
務
の
存
否
以
外
の
事
項
を
含
め
た
柔
軟
な
和
解
を
可
能

と
す
る
等
紛
争
の
実
情
に
即
し
た
迅
速
、
適
正
か
つ
実
効
的
な
解
決
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

政
府
は
、
前
項
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年

を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 （
新
設
） 

     

（
検
討
） 

第
三
条 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い

て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。 

 
 

 


